
令和６年９月末日 

国東市教育委員会 

 

部活動地域移行に関するアンケートの結果について 

 

1. 調査の目的 

国東市の小学６年生から中学２年生までの児童生徒とその保護者を対象にアンケートを実施し、

今後の国東市の持続可能なスポーツ・文化芸術活動のための環境整備につなげていくため。 

 

2. 【実施時期】 令和６年２～３月  【回答方法】オンライン・紙媒体 

          

3. 【回答者数】①児童生徒数 426名   回答率 85.5％  （内訳 小  176名／中  250名） 

        ②保護者数  303名   回答率 60.8％ （内訳 小 146名／中  157名） 

 

4. 結果 

【児童生徒・保護者共通】  

問：部活動が地域に移行されることで、どんなことが期待されますか。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

〇小・中学生ともに「他校の生徒と交流・活動できる」「友達が 増える」「地域の人との交流」など、

学校以外の児童生徒どうしの活動、練習や地域の人との交流を楽しみにしていることがうかがえる。ま

た、中学生では「人数が増えることで練習の質が向上する・試合に出られる」ことを期待している。他

にも、「選択肢が増えること」（小中）、「先生の負担が軽くなる」（中）の回答が多かった。 

〇保護者も「他校の児童生徒との活動を通して、子どもが成長できること」「専門的な指導を受けられる

こと」「学校や先生の負担が減ること」の回答が多く見られ、小中学生・保護者ともに共通して高い割合

であった。 



 

問：部活動が地域に移行されることで、どんなことが心配されますか。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の方向性について】 

・国東市では、令和３年度から「部活動検討委員会」と立ち上げ、学校部活動の地域移行について検

討を重ねております。 

・令和６年３月には「国東市中学校・義務教育学校の部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等

に関する方針」（ガイドライン）を策定しました。 

・今回のアンケート結果を活用しながら、平日もふくめた部活動の地域移行に向けて検討を続けて

まいります。 

・必要に応じて、今後もアンケート調査を実施します。 

 

〇小中学生ともに、「練習場所への送迎・移動手段」の割合が高く、「練習場所が遠くなることにより練

習時間が減る」（中）など、移動に係る項目の回答が多かった。他にも「他校の生徒と仲良くできるか」

（小・中）等、人間関係に関する回答が多かった。 

〇保護者は「遠征や練習場所への送迎の負担が増える」の割合が最も高く、続いて「指導者の確保」や

「指導者の質（指導方針等）」に関する回答が多かった。 


